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女性参画と明日の政治 
                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
 

                  

 

 

 

国政の課題として“地方創生”が掲げられていますが、真の“地方創生”を実現するた

めには、国政・県政・市政の連携が重要です。そして、福祉、教育、防災等、きめ細かく

機能する政策策定には、女性の視点がもっと必要です。しかし、現在、福岡県議会の女性

議員は８２人中４人（４．８７％）、大野城市議会の女性議員は２０人中５人（２５％）で、

さらなる女性の参画が求められています。 

２０１５年４月に行われる統一自治体選挙に向け、福島みずほさんには国政の立場から

地方への期待、そして、太宰府市議から福岡県政をめざす わたなべ美穂さん と大野城市

政をめざす 松崎ゆり子さん から明日の政治にかける思いを語っていただきます。 

 

日 時 2015年１月１８日（日）１７:３０（１７：１５受付） 

会 場 大野城まどかぴあ 3階 ３０１会議室 

大野城市曙町２－３－１（西鉄春日原駅から徒歩 10 分） 

ＴＥＬ ０９２－５８６－４０００ 

主 催 女性会議大野城支部 

（問い合わせ ＴＥＬ０９０－７３９９－１５６０：志岐玲子） 

福島みずほさん 
(参議院議員・社民党副党首) 

わたなべ美穂さん 
（太宰府市議会議員） 

松崎ゆり子さん 

（女性エンパワーメント福岡代表） 


